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lHp-7　　　　γ－アミノ酪酸投与SHRにおける血圧およびＡＣＥ活性の変動

　　　　　　　○伊藤亜希美＊　大森正司＊

　　　　　　　　(＊大妻女大)

＜目的＞γ－アミノ酪酸(以下GABAと略す)を多く蓄積させた茶はギャバロン茶と呼ば

れ、血圧上昇抑制作用があることが知られている。その製造法は緑茶の製造工程で数時間、

窒素ガスの中に保存するという嫌気処理を行なっているだけで他は一般の製茶法に準じた

ものである。またＧＡＢＡはタンパク質非構成アミノ酸であり、神経の重要な抑制性伝達物

質として重要であることが知られ、単独で血圧上昇抑制効果も認められている。しかし

ＧＡＢＡ単独で投与するよりもギャバロン茶として投与したほうが血圧上昇抑制効果が高

いということが分かっていることから､ギャバロン茶中にはGABAの相乗効果物質がある

と考えられる。そこで今回は、食塩を負荷したSHRに濃度勾配をとったＧＡＢＡを投与し、

その血圧上昇抑制効果を測定すると共にＡＣＥ活性の変動を明らかにした。

＜方法＞ＳＨＲ系雄ラットを用い、食塩5%負荷飼料で飼育を行なった。 20mg/ml～

600mg/mlのGABA溶液を強制投与(経口一腹腔内･静脈)し、経時的に血圧を測定した。

これらを適宜解剖し、各臓器中のＧＡＢＡ濃度等を観察すると共にACE活性を測定した。

＜結果＞①食塩負荷ラットによる上昇したラットの血圧をＧＡＢＡ投与により､抑制するこ

とが認められた。②食塩負荷によりＡＣＥ活性の上昇が認められ、ＧＡＢＡを投与すること

により、その抑制が認められた。

lHp-8　　内分泌撹乱物質(2, 4-D)のラット体内挙動に及ぼす茶の効果

　　　　　○岡田朋子＊三井まり＊大森正司＊(＊大妻女大)

(目的)内分泌攬乱物質による汚染は、近年大きな社会問題となっている。本実験に用いた2, 4-Dは有

機塩素系農薬の一種であり、環境ホルモンの一種として分類されているものでもある。かつては大量

に用いられた本農薬も現在は少量生産、消費されるだけとなった。しかし、比較的m院が低いところ

から、本実験では環境ホルモンのモ豹レ系として2,4－Dを用いて生体への影響と茶の効果について

実験してきた。今回は妊娠ラットを用いて2,4－Dを投与し茶の効果について実験を行い、知見を得た

ので報告する。

(方法)妊娠ラットを日本クレア社(株)より入手し、１群5匹として２群に分けた。8日間にわたり

飼育し、両群とも期間中２度､5%濃度の2,4-Dlmlを強制経口投与した。また、一方の群には15g/100ml

濃度の緑茶抽出液を8日間にわたり、強制経口投与した。各群､CE-2及び水道水を自由摂取させた。

角鞭i後、各臓器重量測定及び、血液、肝臓、胎児の2,4-D含量を測定した。

　また5g/100ml濃度の茶抽出液及び'0.001%カテキン溶液を調製し､各液5mlに同量の0.005%2,4-D液を

加え、試料液を調製した。D.W5mlと同濃度の2, 4-Dを同様に加えた対照区とともに、これら試料液中

の2,4-D量をHPLCで測定し、茶及びカテキンの2,4-D吸着院について検討した。

(結果)(1)対照群でiま妊娠ラットの肝臓igあたり1.88μg、茶投与群で0.39μgであり、茶投与による、

2,4-D残存量の軽減を示唆する結果を得た。(2)胎児への移行量に関してもほ順司様の傾向を示した。

(3)茶及びカテキンによる2,4-Dの吸着幽こついては、5%程度の2,4-)が吸着されることが示され≒
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